
 

 

 

 

 

 
 横浜支部は１１月５日（火）１８；３０～かながわ県民センターにて「2024 年末

手当総決起集会」を開催しました。集会では情勢を踏まえた問題提起ののちに、

参加者同士の意見交換を行い、要求３．７ヶ月満額回答を実現していくために

職場で奮闘していく事を全体で確認しました。 
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「2024年末手当総決起集会」

開催

☆参加者からの声（一部抜粋） 

・メッセージの取り組みも然り、労働の対価を求める事は当然のことである。私たちが声を出 

さなくなると、もっと働きづらい職場環境になってくる。だからこそ労働組合として声を出 

していかなければ職場環境は守れない。 

・社員一人あたまに対しての働き度が増している。現場の声もお客さまの声を軽視している会 

社の姿勢、それがこの間の賃金の抑制にも現れている。病気休職者も増えていて、なかなか 

声に出せない職場風土になりつつある。 

・職場では「融合と連携」と言いながらも現実は要員の穴埋めでしかなく、転勤や退職が続く 

中で社員の補充が全くない。一部管理者は社員教育・職場運営に対する危機感が見えてこな

い。しっかりと私たちから声を出していかなければならない。 


